
言

語

形

成

に

及

ぼ

す

テ

レ

ビ

お

よ

び

都

市

の

言

語

の

影

響

一
、

目
的
と
方
法

言 語形 成 IC及ぼす テ レピお よ び都 市 の 言 語 の 影 響

一
・

一

目
的

テ
レ
ビ
は
個
人の
言
語
形
成
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か 。
乙

の
点
の
解
明
が
研
究
の
目
的
の
第一
で
あ
る。

都
市
の
言
語
が
都
市
周
辺
地
域
の
言
語
(
以
下
乙
れ
を
地
域
言
語
と
言
う
と

と
が
あ
る)
に
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
い
と
と
は 、
従
来
も
論
じ
ら
れ 、
決
し
て

新
し
い
テ
1
7
と
は
言
え
な
い 。
だ
が 、
テ
レ
ビ
の
出
現
に
よ
っ
て 、
都
市
言

語
は
地
域
言
語
に
対
し
従
前
ど
お
り
の
大
き
な
力
を
依
然
と
し
て
行
使
で
き
る

か
ど
う
か 。
あ
る
い
は
そ
れ
は
テ
レ
ビ
の
影
響
と
ど
の
よ
う
な
か
ら
み
あ
い
を

見
せ
る
か 。
都
市
言
語
が
周
辺
地
域
に
住
む
者
の
言
語
形
成
に
及
ぼ
す
影
響
力

は 、
今
日
新
た
な
角
度
か
ら
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る。
と
の
点の

究
明
が
目
的
の
第
二
で
あ
る。

一
・

ニ

方
法
(
1)

個
人の
言
語
に
及
ぼ
す
テ
レ
ビ
の
影
響
に
つ
い
て
は 、
そ
の
視
聴
時
間
の
長

注1

短
等
に
よ
っ
て
扱っ
た
も
の
が
従
来
か
ら
見
ら
れ
る
が 、
こ
の
よ
う
な
方
法
で

得
ら
れ
た
資
料
の
分
析
だ
け
で
こ
の
問
題
を
論
じ
る
の
は 、
無
理
が
と
も
な
う

よ
う
に
思
う 。
乙
の
点
に
つ
い
て
私
は
次
の
よ
う
な
仮
説
を
立
て
た 。

馬

瀬

雄

良

あ
る
地
点
の
言
語
を
年
齢
の
軸
で
と
ら
え
た
場
合 、
共
通
語
化
と
い
う
観
点

か
ら
み
て 、
老
年
層
か
ら
若
年
層
に
か
け
て
の
共
通
語
化
が
予
相応
さ
れ
る。
だ

が 、
そ
れ
は
無
論一
本
の
直
線
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
単
純
な
も
の
で
は
な
か
ろ

う 。
老
年
層
か
ら
あ
る
年
代
屈
ま
で
の
ご
く
ゆ
る
い
上
昇
カ
l
プ
が 、
そ
れ
以

後
の
世
代
に
お
い
て
急
激
な
上
昇
カ
l
プ
に
転
じ
た
と
し
よ
う 。
も
し 、
後
者

の
上
昇
カ
l
ブ
を
描
い
た
年
代
層
と
テ
レ
ビ
の
普
及
し
た
時
代
K
言
語
形
成
期

を
迎
え
た
年
代
層
(
以
後
テ
レ
ビ
世
代
と
言
う
乙
と
が
あ
る)
と
が一
致
す
る

な
ら
ば 、
他
に
有
力
な
理
由
が
重
な
ら
な
い
と
き
は 、
そ
れ
は
テ
レ
ビ
の
影
響

に
よ
る
も
の
だ
と
推
定
で
き
る
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る。

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
考
え
た 。
テ
レ
ビ
で
用
い
ら
れ
る
言
語
は 、
多
く
の
相場

注2

合
共
通
語
で
あ
る
が 、
そ
と
に
は
新
旧
様
々
の
段
階
が
あ
る。
テ
レ
ビ
で
は
出

自
の
比
較
的
新
し
い
も
の
が
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
強
い 。
以
下
で
は
テ
レ
ビ
で

用
い
ら
れ
る
言
語
を
テ
レ
ビ
言
語、
テ
レ
ビ
で
用
い
ら
れ
る
ア
ク
セ
ン
ト
を
テ

レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
と
言
う 。

今 、
ア
ク
セ
ン
ト
を
例
に
と
る。
旧
国
名
「
信
濃
」
は
金
田一
春
彦
監
修

IlllJ

E」

『
明
解
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典』(
昭
お)
に
は
シ
ナ
ノ 、
(
新
は
シ
ナ
ノ)
と

載っ
て
い
る。
テ
レ
ビ
で
用
い
ら
れ
る
の
は
もっ
ぱ
ら
前
者
で
あ
り 、
後
者
の

用
い
ら
れ
る
乙
と
は
ま
ず
な
い 。
と
の
と
と
は 、
た
と
え
ば
植
地
南
郎
他
「
標

1 



準
ア
ク
セ
ン
ト
選
定
の
た
め
の
試
み

||
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
ア
ク
セ
ン
ト
調

査

||
」(『
昭
和
三
七
年
度
版
N
H
K
放
送
文
化
研
究
所
年
報』
昭
幻)
に
お

け
る「
信
濃
」の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
も
裏
づ
け
ら
れ
る。
さ
ら
に、
テ
レ
ビ
で

は
共
通
語
の
資
格
を
ま
だ
獲
得
し
な
い
語
も
用
い
ら
れ
る。
流
行
語
な
ど
を
除

け
ば
将
来
共
通
語
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る。
や
は
り

B」

ア
ク
セ
ン
ト
を
例
に
と
れ
ば 、
「
熊」
の
ク
マ
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る。
現
在
出
さ

1」

れ
て
い
る
ア
ク
セ
ン
ト
辞
典
の
類
で
は
ク
マ
を
見
る
の
み
で
あ
る
が 、
テ
レ
ビ

't」

の
幼
児
番
組
な
ど
で
は
ク
マ
が
圧
倒
的
に
多
い 。
国
立
国
語
研
究
所
の
最
近
の

」

注
3

調
査
で
も 、
東
京
の
若
い
世
代
で
ク
マ
の
多
い
ζ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り 、

乙
の
傾
向
の
テ
レ
ビ
番
組へ
の
反
映
と
見
ら
れ
る。
今 、
古
い
共
通
ア
ク
セ
ン

stillJ

1」

卜
の
シ
ナ
ノ
を
捨
て 、
非
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
の
ク
マ
を
採
用
す
る、
つ
ま
り 、

テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
の
蕊
準
で
見
直
す 。
そ
の
得
点
カ
l
ブ
が
テ
レ
ビ
の
普
及

し
た
時
代
K
言
語
形
成
期
を
迎
え
た
世
代
で
さ
ら
に
高
ま
る
な
ら
ば 、
そ
れ
は

テ
レ
ピ
の
影
響
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
蓋
然
性
は一
周
高
ま
る
と
考
え
る。

右
の
仮
説
に
は 、
個
人の
受
け
る
外
か
ら
の
言
語
的
影
響
は
言
語
形
成
期
に

極
め
て
大
き
く 、
言
語
形
成
期
を
過
ぎ
た
者
に
お
い
て
は
比
較
的
小
さ
い
と
い

う
前
提
が
あ
る。

一
・

三

方
法
(
2)

以
下
で
は
資
料
を
ア
ク
セ
ン
ト
に
と
る。
そ
の
理
由
は 、
乙
の
問
題
を
論
ず

る
の
に
語
梁・
文
法
等
他
の
分
野
で
は
共
通
語
教
育
の
問
題
を
か
ら
め
て
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
に
対
し 、
ア
ク
セ
ン
ト
で
は
そ
の
教
育
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
の
で 、
そ
の
問
題
を
無
視
し
て
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
大

き
な
利
点
を
持つ
か
ら
で
あ
る 。

地
域
言
語
は
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
都
市
言
語
を
考
慮
せ
ず
に
論
じ
る
乙
と

は
で
き
な
い 。
そ
と
で
地
域
言
語
の
問
題
に
は
い
る
ま
え
に、
都
市
言
語
自
体

は
テ
レ
ビ
の
影
響
を
ど
う
受
け
る
か
に
つ
い
て
考
え
る。
ア
ク
セ
ン
ト
を
大
き

く 、
-
東
京
式、
2
京
阪
式、
3
無
ア
ク
セ
ン
ト
に
分
け
る
と 、
次
の
ζ
と
が

予
想
さ
れ
る(
東
京
式
と
は
な
に
か
等
の
問
題
が
あ
る
が
立
ち
入
ら
な
い) 。

-

都
市
言
語
が
東
京
式
の
場
合 、
一
般
に
テ
レ
ビ
が
テ
レ
ビ
世
代
に
与
え

る
影
響
は
大
き
い 。

2

都
市
言
語
が
京
阪
式
の
場
合 、
テ
レ
ビ
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
顕

在
化
す
る
乙
と
は
あ
る
ま
い 。
だ
が 、
若
い
年
代
層
で
ア
ク
セ
ン
ト
に
お

い
て
も 、
場
面
に
よ
る
使
い
分
け
が
徐
々
に
現
れ 、
共
通
語
的
場
面
で
は

東
京
式、
方
言
的
場
面
で
は
京
阪
式
と
い
う
ス
イ
ッ
チ
の
利
く
よ
う
に
な

る
将
来
が
予
測
さ
れ
る。
す
で
に
そ
の
よ
う
な
個
人も
か
な
り
い
る
と
考

え
ら
れ
る。

2 

都
市
言
語
が
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合 、
テ
レ
ビ
の
影
響
の
顕
在
化
は
さ

ら
に
容
易
で
は
あ
る
ま
い 。
し
か
し 、
暖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
の
よ
う
な
段
階

を
経
て 、
型
の
明
瞭
な
東
京
式、
恐
ら
く
は
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
獲
得
す

る
将
来
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る。
そ
の
場
合 、
共
通
語
的
場
面
か
ら 、
ま

た
若
い
人か
ら
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
用
い
始
め
る
な
ど
は
2
に
準
じ
る。

こ
ζ
で
地
域
言
語
に
戻
る。
今 、
地
域
言
語
に
都
市
言
語
を
組
み
合
わ
せ 、

か
つ
ア
ク
セ
ン
ト
を
配
す
る
と 、
表
ー
の
よ
う
な
九
つ
の
パ
タ
ン
が
で
き
る。

そ
の
お
の
お
の
に
つ
い
て
簡
単
に
見
て
行
ζ
う 。

ー
の
地
域
言
語、
都
市
言
語
と
も
に
東
京
式
の
場
合
は 、
地
域一
言
語
が
受
け

る
テ
レ
ビ
の
影
轡
は
テ
レ
ビ
世
代
で
極
め
て
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る。

2
の
地
域
言
語
が
京
阪
式、
都
市
言
語
が
東
京
式
の
場
合
も 、
や
は
り
テ
レ

ビ
の
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る。
若
い
位
代
に
お
い
て
京
阪
式
が
東
京
式

に
変
わ
る
よ
う
な
事
態
が
十
分
予
想
さ
れ
る。

3
の
地
域
言
語
が
無
ア
ク
セ
ン
ト、
都
市
言
語
が
東
京
式
の
場
合
も 、
2
に

3 



表 1

都 市 言 語
1 東 京 式 東 京 式 |

2 京 阪 式 東 京 式
3 無アクセ ン ト 東 京 式
4 東 京 式 京 阪 式
5 京 阪 式 京 阪 式

6 無アクセ ン ト 京 阪 式
7 東 京 式 無アクセ ン ト

8 京 阪 式 無アクセ ン ト

9 無アクセ ン ト 無アクセ ント

言 語 形 成 に 及lます テ レビ お よ び都 市 の 言 語 の 影 響

準
じ
て
テ
レ
ビ
の
影
響
は
大
き
く 、
若
い
世
代
に
お
い
て
無
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら

暖
昧
ア
ク
セ
ン
ト
の
段
階
を
経
て 、
型
区
別
の
明
瞭
な
東
京
式
に
な
る
事
態
が

予
想
さ
れ
る。
そ
れ
は
都
市
言
語
が
無
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
東
京
式
を
獲
得
す
る

よ
り
も
た
や
す
い
で
あ
ろ
う 。
都
市
言
語
の
東
京
式
が
テ
レ
ビ
に
手
を
貸
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る。

4
の
地
域
言
語
東
京
式、
都
市
言
語
京
阪
式
の
場
合 、
地
域
言
語
は
都
市
言

語
が
東
京
式
の
場
合
ほ
ど
に
は
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
な
い
と岡山
わ
れ
る。
都

市
言
語
の
京
阪
式
の
そ
れ
を
妨
げ
る
ζ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る。
し
か

し 、
た
と
え
ば 、
か
つ
て
東
京
式
で
あっ
た
地
域
言
語
が 、
都
市
言
語
の
影
響

で
京
阪
式
化
し
て
行
く
過
程
で
テ
レ
ビ
の
普
及
時
代
を
迎
え
た
よ
う
な
場
合 、

京
阪
式
化
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
る
だ
け
で
な
く 、
東
京
式
に
戻
る
乙
と
も

十
分
あ
り
う
る。
そ
の
場
合
以
前
の
東
京
式
に
戻一
る
と
い
う
よ
り
も 、
東
京
ア

ク
セ
ン
ト
に
近
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
方
が
あ
た
っ
て
い
よ
う 。

ζ
れ
に
対
し 、
5
の
地
域
言
語、
都
市
言
語
と
も
に
京
阪
式、
6
の
地
域
言

語
無
ア
ク
セ
ン
ト 、
都
市
言
語
京
阪
式、
8
の
地
域
言
語
京
阪
式、
都
市
言
語

無
ア
ク
セ
ン
ト 、
9
の
地
域
言
語、
都
市
言
語
と
も
に
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
よ
う

な
場
合 、
地
域
言
語
が
テ
レ
ビ
の
影
響
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
入
れ
る
こ
と
は

難
し
か
ろ
う 。
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
に
対
す
る
都
市
言
語
の
パ
ッ
ク・
ア
ッ
プ

が
な
い
と
い
う
よ
り
も 、
都
市
言
語
が
足
を
引っ
張っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

都
市
言
語
が
テ
レ
ビ
の
影
響
で
東
京
式へ
の
歩
み
を
始
め
る
段
階
に
至っ
て 、

地
域
言
語
に
対
す
る
テ
レ
ビ
の
影
響
は
顕
在
化
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る。

最
後
に
残っ
た
の
が 、
7
の
地
域
言
語
東
京
式、
都
市
言
語
無
ア
ク
セ
ン
ト

の
場
合
で
あ
る。
こ
の
場
合 、
テ
レ
ビ
の
影
響
が
な
け
れ
ば
地
域
言
語
の
東
京

式
は
都
市
言
語
の
影
響
で
無
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
ろ
う
と
す
る
脅
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
た。
そ
れ
が
テ
レ
ビ
の
支
援
で
無
ア
ク
セ
ン
ト
化
に
歯
ど
め
が
か
か
り 、

か
つ
東
京
式
を
保
つ
だ
け
で
な
く 、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
化へ
の
道
を
歩
む
乙
と

が
予
想
さ
れ
る。

以
上 、
初
め
に
提
示
し
た
仮
説
を
発
展
さ
せ 、
ア
ク
セ
ン
ト
を
東
京
式、
京

阪
式
及
び
無
ア
ク
セ
ン
ト
に
分
け 、
都
市
言
語
と
の
か
ら
み
に
お
い
て 、
そ
れ

は
ど
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
る
か
を
想
定
し
た。

一
・

四

方
法
(
3)

地
域
言
語、
都
市
言
語
と
も
に
東
京
式
の
場
合
は 、
右
に
見
た
よ
う
に、
ア

ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
テ
レ
ビ
の
影
響
は
極
め
て
大
き
い
と
予
想
し
た。
乙
の
場

合 、
語
ア
ク
セ
ン
ト
を
と
る
と、
テ
レ
ビ
の
影
響
は
個々
の
語
に
よっ
て
異
な

る
乙
と
が
予
想
さ
れ
る。
ζ
の
点
に
つ
い
て
言
語
内
と
言
語
外
の
問
題
と
κ
分

け
て
考
え
る。

言
語
内
の
問
題
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
と
る(
次
頁
表
2
参
照) 。

-
テ
レ
ビ
言
語
頭一角
型
/
地
域
言
語
非
頭
高
型 、
2
テ
レ
ビ
言
語
非
頭
高

型
/
地
域
言
語
頭一向
型
の
よ
う
に 、
頭一両
型
と
非
頭
高
裂
の
対
立
の
よ
う
な
場

3 



合
は、
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
ス
ム
ー

ズ
で
あ
ろ
う 。
頭
高
型
は
他
の
型
に
比
べ

て
耳
に
と
ま
り
や
す
いか
ら
で
あ
る 。
他

の
条
件
が
同
じ
な
ら
ば
前
者
の
方
が
テ
レ

ビ
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
よ
り
進
む
と
予
想
さ

れ
る。乙

れ
に
反
し、
3
テ
レ
ビ
言
語
平
板

型
/
地
域
言
語
尾
高
型、
逆
の
4
テ
レ
ビ

言
語
尾
高
型
/
地
域
言
語
平
板
型
の
よ
う

な
場
合
は、
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
比
較
的
進
ま
な
い
と
予
想
さ
れ
る 。
平

板
型
と
尾
高
型
と
は
語
単
独
で
は
共
通
語
の
よ
う
に
区
別
の
な
い
方

言
も
多

く 、
1
・
2
の
場
合
の
よ
う
に
は
っ
き
り
意
識
さ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る 。
以

上
は
都
市
言
語
に
つ
い
て
も
同
様
に
言
い
得
る 。

今
は
都
市

言
語
を
無
視
し
て
考
え
た
が、
1・
2
に
お
い
て
都
市

言
語
が
テ

レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
と
同
型
の
場
合
は、
地
域
言
語
に
与
え
る
影
響
は
さ
ら
に
強

ま
る
と
考
え
ら
れ
る 。
ま
た、
3・
4
に
お
い
て
都
市
言
語
が
地
域量一ロ
語
と
同

型
の
場
合、
地
域
言
語
の
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
さ
ら
に
セ
ー
ブ
さ
れ
よ

'内ノ 。 表2

| テレビ言語 | 地域言語

1 I 頭 高 型 | 非頭高型

2 1 非 頭 高 型 | 頭高型

3 1 平 板 型 | 尾高型

4 I 尾高型 | 平板型

次
に
語
の
使
用
頻
度
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う 。
使
用
頻
度
の
高
い
も
の
を

+
、

低
い
も
の
を一
と
し、
テ
レ
ビ
と
地
域
言
語
の
ニ
場
面
を
と
る
な
ら
ば、

組
み
合
わ
せ
は
表
3
の
四
種
類
と
な
る 。
他
の
条
件
が一
定
な
ら
ば
ω
の
場
合

は
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
進
み、
ω
の
場
合
そ
れ
は
進
ま
な
いで
あ
ろ
う 。

さ
ら
に 、
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
と
使
用
頻
度
と
を
同
時
に
考
え
る
な
ら
ば、
前

者
に
お
け
る
1
又
は
2
と
後
者
に
お
け
る
ω
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
場
合、
テ
レ

ビ
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
は
極
め
て
大
き
く 、
前
者
に
お
け
る
3
お
よ
び
4
と
後

者
に
お
け
る
同
と
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
場
合、

そ
の
影
響
は
極
め
て
小
さ
い
と
考
え
ら
れ
る 。

今
は
地
域
言
語
を
中
心
に
考
え
た
が、
東
京

式
の
都
市

言
語
も
右
K
準
じ
て
テ
レ
ビ
ア
ク
セ

ン
ト
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る 。

た
だ
し、
地
域
言
語
は
都
市
言
語
と
の
関
連
で

考
え
る
必
要
が
あ
る
の
に
対
し、
都
市

言
語
は

地
域
言
語
を
無
視
し
て
考
察
を
進
め
る
と
と
が

で
き
る 。

以
上
は
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
で
あ
っ
た
が、

音
韻 、
文
法 、
語
梁
な
ど
他
の
分
野
で
も 、
テ
レ
ビ
の
影
響
は
認
め
ら
れ
る
と

予
想
さ
れ
る 。

以
下 、
表
1
K
示
し
た
九
つ
の
組
み
合
わ
せ
の
う
ち 、
ー
と
3
の
場
合
を
中

心
に 、
調
査
資
料
を
示
し
な
が
ら
先
の
仮
説
に
対
し
ど
の
よ
う
な
結
果
が
現
れ

た
か
を
説
明
し、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
簡
単
に

言
及
し
つ
つ
、

乙
の
テ
1
7
を

追
求
す
る 。

表 3

場 面 | 頻 度

ア

地域言語 I + ー + 一

組み合わせ 1 (1)(2)(3)(4)

4 

二 、

長
野
市
小
田
切
・

桜
枝
町
方
言
の
場
合

ニ
・

一

前
回
調
査
と
の
比
較

先
の
九
つ
の
パ
タン
の
中
か
ら
そ
の
第
て
地域
言
語
東
京
式
/
都
市
言
語

崎司目e
aq

東
京
式
の
場
合
を
考
え
た
い。
都
市
周
辺
地
域
方
言
と
し
て
長
野
市
小
田
切
を

選
ん
だ 。
乙
と
は
昭
和
三
六
年
K
小
中
学
生
全
員
と
老
年
屈
に
つ
い
て
共
通
語

注
5

化
に
関
す
る
調
査
を
行っ
て
お
り、
そ
の
結
果
と
比
較
で
き
る
利

点
を
持
つ 。

A414
内hv

今
回
は
小
中
学
生
全
員
と
小
田
切
山
問
中
区
で
の
調
査
を
行
っ
た。
又 、
小
田

切
方

言
に
影
響
を
与
え
る
市
街
地
方

言
と
し
て
善
光
寺
の
西
に
横
た
わ
る
長
野



小田切中生徒 山田中老年層
項目 型 今回 前回 今回 前回

5 7名 102名 8名 7名

× 石 0 ・ マ 23.1 管 す 14? 
0 ・ v 7 6.8 1 0 0 I 0 0 8 5.7 

×紙 0 ・ マ 5 9.6 1 6.7 6.2 。
0 ・ v 4 0.4 8 3.3 9 3.8 1 0 0 

。 0 ・v 9 6.5 3 3. 3 7 5.0 1 0 0 

泡 . 0'\1 3.5 6 6.7 2 5.0 。
0 ・ v 。 。 。 。
0 ・ マ 7 5.9 1 9.6 1 2.5 。

X� . 0 マ 2 2.4 7 9.4 8 7.5 1 0 0 

0 ・ v 1.8 1.0 。 。
N R 。 。 。 。

。 象 . 0 マ 1 0 0 3.9 。 。
0 ・ v 。 96.1 1 0 0 I 0 0 

。 .00マ 9 7.8 7.8 1 2.5 。
もみじ 0・0マ 2.2 9 2.2 8 7.5 1 0 0 

0・・v 。 。 。 。

�うり .00マ 9 6.5 5 6.9 。 。
0・0マ 3.5 4 3.1 1 0 0 1 0 0 

。 .00マ 9 6.5 4.9 3.1 。
涙 0・0マ 3.5 9 5.1 9 6.9 1 0 0 

0・・v 。 。 。 。
。 .00マ 8 5.5 2.0 。 。
めがね 0・0'\1 1 4.1 9 8.0 1 0 0 1 0 0 

0・・v 。 。 。 。

うさぎ 0・・v 1 0 0 9 7.0 7 1. 9 7 1. 4 
.00マ 。 3.0 2 8.1 2 8.6 

すずめ 0・・v 1 0 0 1 0 0 5 9.4 7 8.6 

.00'\1 。 。 4 0.6 21.4 

背 中 0・・v 1 0 0 1 0 0 1 00 9 2.9 

.00マ 。 。 。 7. 1 
。 .00 マ 5 5.3 2.9 6.3 。
長 野 0・0マ 7.0 。 。 3 5.7 

0・・ マ 。 6.9 。 。
0・・v 3 7.7 9 0.2 9 3. 7 6 4.3 

学 校 0・・・v 1 0 0 9 3. 1 6 2.5 7 1. 4 

ec:x:::x:コマ 。 6.9 3 7.5 2 8.6 

12らん乙 .ocxコマ 3 1. 6 2.0 1 8.8 。
c・00マ 6 8.4 98.0 81.2 1 0 0 

平 均(共t 1泊アク可
81.2 3 6. I 2 8.5 2 8.6 ントノ

言語形 成 IC 及 ぼすテ レ ビ お よ び 都 市 の言語の影響

表4

注7

注8

市
桜
枝
町
を
選
ん
で
調
査
を
行
っ
た。
ζ
乙
で
は
そ
の
結
果
に
つ
い
て
ど
く
概

略
的
に
述
べ
る 。
な
お 、
そ
の
土
地
に
生
育
し
在
住
す
る
者
の
資
料
を
扱
う 。

ま
ず
前
回
の
結
果
と
比
較
す
る(
表
4
参
照) 。
前
回
の
項
目
は
表
の一
五 、

今
回
の
項
目
は
九
O
あ
ま
り
だ
が、
前
回
演
目
は
す
べ
て
今
回
も
行
っ
た。
各

項
目
と
も一
番
上
に
示
し
た
型
が
共
通
ア
ク
セ
ン
ト

で
あ
る 。

前
回
と
比
較
し
て
中
学
生
で
は
大
幅
な
共
通
語
化
が
認
め
ら
れ
る 。
た
だ
し

語
に
よ
る
顕
著
な
差
が
あ
る。
「
象」
「
紅
葉」
「
涙」
「
眼
鏡」
な
ど
は一
七
年

の
聞
に
方

言
か
ら
共
通
語
へ
の
総
入
れ
替
え
を
経
験
し
て
い
る 。
乙
れ
ら
や
続

い
て
共
通
語
化
上
昇
率
の
高
い
「
長
野」
は
テ
レ
ビ
の
影
響
を
最
も
受
け
易
い

と
し
た
表
2
の
1
K
属
す 。
次
い
で
上
昇
率
の
高
い
「
泡」
「
昼」
は
ー
に
続

い
て
影
響
を
受
け
易
い
と
し
た
2
K
属
す 。
一
方
上
昇
率
の
高
く
な
い
「
石」

「
紙」
は
影
響
を
受
け
に
く
い
と
し
た
4
K
属
し
て
い
る
点
を
注
意
し
て
お
く 。

と
れ
に
対
し
老
年
層
で
は
全
く
と
言っ
て
よ
い
ほ
ど
変
化
が
な
く 、
共
通
語

化
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
全
体
と
し
て
は
む
し
ろ
下
が
り
気
味
で
さ
え
あ
る 。

一
方 、
前
回
市
街
地
で
も
小
規
模
な
調
査
を
行
っ
た。
そ
の
結
果
と
比
較
す

る
と 、
次
頁
の
表
5
に
見
る
よ
う
に
、

少
年
層
と
老
年
層
の
共
通
語
化
の
傾
向

は
小
田
切
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る 。
や
や
異
な
る
点
と
し
て
少
年
層
の
上
昇
率
が

小
田
切
ほ
ど
高
く
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る 。

私
は
前
回
資
料
を
も
と
に
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
と
が
あ
る。

小
田
切
少
年
層
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
方
向
は、
優
勢
な
長
野
市
街
地
若

5 



少年層 老年層|
項 目 型 今回 前回 今回 前回 !

( 16名) (3路9 (l3îl) (路) I 

石
0・ マ 57.す 1 1.�ι 

i 1 7.� 管|
0 ・ v 42.1 88.6 82.7 1 0 0 

紙
0 ・ マ 84.4 4 0.0 28.8 11.1 

0 ・ v 1 5.6 60.0 7 1. 2 88.9 

泡
0・ マ 7 8.1 1 1. 4 。 。

. 0  \7 2 1. 9 88.6 1 0 0 1 0 0 

昼
0 ・ マ 1 00 8 0.0 88.5 

. 0 マ 。 2 0.0 1 1. 5 5 5.6 

象
. 0 マ 93.8 5.7 3.8 。

0・ v 6.2 94.3 9 6.2 1 0 0 

.00マ 8 7.5 9 1. 4 。 。
|もみじ

0・0マ 1 2.5 8.6 1 00 

.00マ 1 0 0 1 0 0 7 6.9 77.8 I 
き申うり

0・0\7 。 。 2 3.1 2 2.2 

涙
.00マ 9 5.3 2 0.0 。 。l

0・0\7 4.7 8 0.0 1 0 0 1 0 0 

.00\7 7 9.7 8.6 。 。めがね
0・0\7 2 0.3 9 1. 4 1 0 0 1 0 0 

0・・v 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 00 
うさぎ

.00マ 。 。 。 。

0・・v 1 0 0 1 0 0 1 0 0 
すずめ

.00\7 。 。 。

背 中
0・・v 1 00 1 0 0 1 0 0 

.00マ 。 。 。 o I 

.00マ 5 1. 6 3 4.3 7.7 。

長 野
0・0マ 2 6.6 1 7.1 2 3. 1 1 l.l 
0・・マ 。 1 7. 1 1 9.2 3 3.3 

0・・v 2 1. 9 3 1. 5 5 0.0 5 5.6 

学 校 c・・・v 1 0 0 1 0 0 9 2.3 88.9 

<<xxコマ 。 。 7.7 1 1. 1 
<<xxコマ 3 !.3 2 8.6 3.8 。ぶらんこ
c・coマ 6 8.8 7 1. 4 9 6.2 1 00 

平均と子??) 8 4.0 5 5.4 4 1. 3 3 4.8 

表5

年
層
方

言
へ
の
同
化
と
見
る
と
と
が
で
き
る 。
共
通
語
化
と
見
え
た
の
も 、

共
通
ア
ク
セ
ン
ト
の
小
田
切
へ
の
直
輸
入
で
は
な
く、
市
街
地
の
関
門
を

通
り 、
そ
乙
で
新
し
い
勢
力
と
し
て
地
盤
を
獲
得
し
た
も
の
の
み
が、
小

田
切
方

言
の
共
通
語
化
K
影
響
を
及
ぼ
す 。
従
っ
て
「
泡」
の
頭
高
型
の

よ
う
に
市
街
地
方

言
の
影
響
で
共
通
語
化
に
逆
行
す
る
現
象
も
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る(「
ア
ク
セ
ン
ト

変
化
の
要
因」
『
都
大
論
究』
5 、
昭
州制) 。

乙
の
結
論
は
昭
和
三
六
年
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
り、
今
回
は
改
め
ね
ば
な

ら
ぬ
と
と
が
判
る 。
小
田
切
中
学
生
の
共
通
語
化
率
は
飛
躍
的
に
上
昇
し 、
市

街
地
と
比
較
す
る
と
平
均
で
二
・

八
%
の
差
と
迫
っ
て
い
る 。
表
4
の
項
目
の

左
肩
の
O
印
は
小
田
切
の
方
が
得
点
の
高
い
語、
×
印
は
そ
れ
の
低
い
認
で
あ

る 。
前
回
は
小
田
切
少
年
層
の
共
通
語
化
得
点
が
市
街
地
少
年
層
の
そ
れ
よ
り

も
よ
い
項
目
は 、
「
泡」
の一
語
を
除
き
な
か
っ
た
の
に
対
し 、
今

回
は
小
田
切

の
方
が
良
い
項
目
は
七
語
に
増
え 、
市
街
地
に
劣
る
項
目
は
四
語
に
減
る 。

小
田
切
少
年
屈
の
方
が
よ
い
項
目
は
い
ず
れ
も
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
易
い

と
し
た
表
2
の
1
・
2
に
属
す
語
で
あ
る 。
小
田
切
の
方
が
低
い
諸
語
の
う

ち 、
「
石」
「
紙」
は
影
響
を
受
け
に
く
い
4
K
属
す 。
「
昼」
は
影
響
を
二
番

め
に
受
け
や
す
い
2
K
属
す
が、
市
街
地
よ
り
も
点
数
の
低
い
の
は、
前
回
市

街
地
調
査
で
そ
の
共
通
語
化
が
完
了
寸
前
に
あ
る
か
ら
で
あ
る 。
上
昇
率
は
小

田
切
の
方
が
三
倍
近
い 。
「
みさ
ゆ
う
り」
の
×
印
も
「
昼」
に
準
じ
る 。

小
田
切
少
年
層
の
共
通
語
化
が一
七
年
前
と
比べ
急
激
に
上
昇
し
て、
市
街

6 
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図| 長野市小田切個人別共通アクセント得点一覧表
・ 男性
・ 女性
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地
少
年
庖
の
共
通
語
化
に
追
いつ
き
追
いこ
そ
う
と
し
て
いる
理
由
と
し
て 、

市
街
地
よ
り
も
共
通
語
化
し
て
いる
語
が 、
皆
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
易
いと

し
た
1
お
よ
び
2
K
属
す
る
点
を
考
え
る
と、
ザて
乙
に
テ
レ
ビ
の
影
響
の
蓋
然

性
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
来
る 。

一
方 、
市
街
地
少
年
層
も
確
か
に
大
幅
に
共
通
語
化
し
て
いる 。
そ
し
て
さ

ら
に 、
小
田
切
と
同
様 、
テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
や
す
いと
推
定
し
た
語
で
そ

れ
は
顕
著
で
あ
る 。
だ
が 、
そ
れ
が
テ
レ
ビ
の
影
響
だ
と
す
れ
ば 、
市
街
地
も

同
じ
程
度
に
そ
の
影
響
を
蒙っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る 。
な
の
に
市
街
地
は
な

ぜ
追
いつ
き
追
い乙
さ
れ
よ
う
と
し
て
いる
の
か 。
私
は
そ
れ
は
文
化
的
主
体

性
の
問
題
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
と
思
う 。

従
来
は
そ
の
落
差
を
背
景
に
都
市
言
語
が
ド
ッ
と
流
れ
乙
ん
だ 。
し
か
し 、
現

在
は
都
市
言
語
と
と
も
に
、

あ
る
点
で
は
そ
れ
と
競
合
し
て
テ
レ
ビ

言
語
が
地

域
言
語
に
影
響
を
与
え
る 。
都
市

言
語
は
地
域
言
語
に
対
し
従
前
の
よ
う
な
大

き
な
影
響
力
を
行
使
し
え
な
い
新
た
な
状
況
を
作
り
出
し
つ
つ
あ
る
乙
と
が
判

る 。ニ
・

ニ

今
回
調
査
の
結
果

ま
ず 、
小
田
切
山
田
中
で
の
調
査
結
果
を
見
ょ
う(
図
1
参
照) 。
横
軸
に
年
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齢 、
縦
軸
に
共
通
ア
ク
セ
ン
ト

の
得
点
を
配
し
た。
約
九
0
項

目
を
二
回
読
ん
で
も
ら
い、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
共
通
ア
ク
セ

ン
ト
な
ら
ば一
点 、
そ
う
で
な

閣

聞

い
場
合
は
零
点
を
与
え
た。
図

で
A
線
の
左
は
年
齢
が
若
く
な
る
に
つ
れ
多
少
は
得
点
が
高
く
な
る
が、
点
数

の
低
い
者
が
多
い。
B
線
の
右
は
際
立
っ
て
得
点
が
高
く 、
A
B
線
で
図
ま
れ

る
世
代
は
低
よ
り
高へ
の
移
行
帯
と雪守え
る 。
小
田
切
で
の
テ
レ
ビ
の
普
及
状

態
を
み
る
と 、
A
線
の
左
は
言
語
形
成
期
に
は
テ
レ
ビ
の
は
い
ら
な
か
っ
た
世

代 、
B
線
の
右
は
そ
の
初
め
か
ら
テ
レ
ビ
に
接
し
た
世
代 、
両
線
で
固
ま
れ
る

世
代
は
そ
の
中
途
で
テ
レ
ビ
の
は
いっ
た
世
代
と
言
え
る 。
即
ち 、
図
の
共
通

ア
ク
セ
ン
ト

推
移
に
関
わ
る
三
つ
の
相
は
言
語
形
成
期
に
お
け
る
テ
レ
ビ
と
の

接
触・
出
合
いに
関
わ
る
三
種
の
型
を
見
事
に
反
映
し
て
いる
と
言
え
る 。

今 、
A
線
の
左
を
1
1
4
の
世
代
に
分
け 、
A
B
線
に
固
ま
れ
る
世
代
を
5

と
し、
B
線
の
右
を
6
の
世
代
と
し
て 、
そ
の
得
点
を
世
代
別
に
示
し
た
の
が

図
2(
前
頁)
で
あ
る 。
図
1
の
特
徴
は
さ
ら
に
明
確
に
な
る 。

共
通
ア
ク
セ
ン
ト

で
は
な
く
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
を
基
準
に
数
値
を
出
し
た

ら
ど
う
な
る
か 。
そ
の
認
定
は
必
ず
し
も
容
易
で
な
いが、
本
稿
末
尾
に
示
し

た
参
考
文
献
の
幾
っ
か
に
よ
っ
て
認
定
し、
そ
れ
に
よ
っ
て
作っ
た
の
が
図

3・
4
で
あ
る 。
5
・
6
世
代
の
上
昇
カ
1
プ
の
さ
ら
に
高
く
な
っ
て
いる
ζ

と
が
判
る 。

注
9

長
野
市
街
地
桜
枝
町
で
小
田
切
と
ほ
ぼ
同
じ
調
査
を
し
た。
図
ー
に
な
らっ

て
図
V(
次
頁)
を
作っ
た。
分
布
は
平
行
的
と
言
え
る 。
小
田
切
に
な
ら
っ
て

引
い
た
の
が
A
・
B
線
で
あ
る 。
た
だ
市
街
地
は
小
田
切
よ
り
も
三 、
四
年
テ

8 

17 
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33 

図4

21 15 S 3 11 431 31 。百
31 



B' B 、

l ' ト ・a ・.. t" 
l 句 .. . 

言語形 成 IC 及 ぼす テ レ ビ お よ び 都 市 の 言語 の 影響

長野市桜枝町個人別共通アクセント得点一覧表Â
・ 男性 ・ l 
企 宜性

A 

. . 

. . 
. 

. 
. 
4・. -. ・

•

•.

•

•

 

.

•

 

‘

 
.

•

 

•.

 

•.

 

-
z-

A屯
・•.

 

---
­

.
•

 

•

 

•

 

•

 

•

 

.

 

‘

 
•

 

•

 

‘

 

. 4・

1401 図l'

•

 

•.

 

0
 
8

 

120 

100 

10 

20 \ R 31 21 

レ
ビ
の
普
及
が
早
く 、
三
年

前
に
ず
ら
し
た
の
が
r

F

線

で
あ
る 。
乙
の
方
が
グ
ル
ー

プ
内
の
得
点
は
よ
り
均
質

で
あ
り一
つ
の
傾
向
性
を
持

つ 。
図
2
に
な
らっ
て
作っ

た
の
が
図
g
で
あ
る 。
た
だ
し 、
r
r

線
に
よ
っ
て
数
値
を
出
す
と、
得
点
カ

|
プ
は
多
少
異
なっ
て
く
る 。
5
・
6
世
代
に
つ
い
て
言
え
ば
小
田
切
の
も
の

に
よ
り
近
く
な
る 。
こ
れ
は
次
の
図
グ
で
も
同
様
で
あ
る 。

テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
を
基
準
に 、
図3・
4
K
合
わ
せ
て
作っ
た
の
が
図
g­

U(
次
頁)
で
あ
る 。
そ
の
特
徴
は
さ
ら
に
よ
く
表
れ
て
い
る 。

長
野
市
だ
け
で
な
く 、
長
野
県
下
水
内
郡
栄
村
秋
山 、
同
南
佐
久
郡
八
千
穂

村 、
岐
阜
県
恵
那
郡
坂
下
町
で
行っ
た
調
査
で
も 、
全
く
同
様
な
結
果
が
出

た。
そ
の
得
点
の
世
代
的
推
移
は
もっ
と
劇
的
で
あ
る
と
さ
え
言
い
う
る 。
調

査
項
目
選
定
の
問
題
も
と
乙
に
は
か
ら
ん
で
い
よ
う 。
い
ず
れ
も
東
京
式
地
域

で
あ
り 、
都
市
言
語
も
東
京
式
で
あ
る 。
右
の
よ
う
に
パ
タ
ン
ー
に
お
い
て
先

の
仮
説
を
満
足
さ
せ
る
結
果
が
得
ら
れ 、
テ
レ
ビ
の
影
響
は
言
語
形
成
期
の
初

め
か
ら
又
は
途
中
か
ら
テ
レ
ビ
に
接
し
た
世
代
に
お
い
て
極
め
て
大
き
い
蓋
然

性
の
あ
る
と
と
が
証
明
さ
れ
た。

次
に
個
々
の
語
の
世
代
的
推
移
を
み
よ
う 。
5
・
6
の
世
代
で
共
通
ア
ク
セ

ン
ト
の
数
値
が一
気
に
上
昇 、
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
と
X
状
に
交
差
す
る
も
の
が

多
い 。
多
く
の
例
か
ら
「
矢」
(
図
5)
「
命」
(
図
6)
「一波」
(
図
7)
(一
一

頁)
を
示
す。
図
で
O
は
小
田
切 、
S
は
桜
枝
町
の
結
果
で
あ
る
乙
と
を
示

す。
又 、
図
中
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
は
数
字
で
表
し
た。
い
ず
れ
も
共
通
ア
ク
セ

ン
ト
が
頭
高
型
な
と
と
に
注
意
さ
れ
た
い 。
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
の
新
旧
交
替
の

39 
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例
も
か
な
り
多
い
が 、
「
馬

鹿
に
す
る」
(
図
8)
(一一一

頁)
を
挙
げ
る。
次
に
共
通

語
化
に
逆
行
す
る
例
と
し
て

「
熊」
(
図
9
S)(一
二
頁)

E

を
示
す。
だ
が
図
は
略
す
が

11J

 

小
田
切
で
は
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
ク
マ
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い 。
今
も
山
に
熊

が
出
没
し
生
活
語
で
あ
る
乙
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う 。
もっ
と
も
小
田
切
Bld

 

で
も
小
学
生
に
灯マ
が
現
れ
は
じ
め 、
何
人か
が
「
山
に
い
る
の
は
ク
マ 、
ぬ

い
ぐ
る
み
は
灯7」
と
使
い
分
け
て
い
る
の
が
興
味
を
ひ
い
た 。

方
言
ア
ク
セ
ン
ト
が
そ
の
位
置
を
保
つ
場
合
と
し
て
「
上」(
図
略)
で
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
語
が
あ
る。
乙
れ
ら
は
テ
レ
ビ
の
影
響
を
比
較
的
受
け
入
れ
に

く
い
と
推
定
し
た
表
2
の
3
・
4
K
属
す
語
で
あ
る。
他
は
「
佐
久」(
図
略)

の
よ
う
な
地
名
で、
テ
レ
ビ
歌
番
組
の
中
で
「
判
ク
の
鯉
太
郎」
と
言
わ
れ
て

い
る
と
乙
ろ
か
ら
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
は
頭
高
型
と
認
め
ら
れ
る。
し
か
し 、

全
員
尾
高
型
で
あ
り 、
同
じ
地
名
で
も
「
長
野」
(
図
叩)
(一
二
頁)
で
は
若

い
世
代
で
頭
高
型
が

抽絞

る
の
と
異
な
る。
テ
レ
ビ
と
地
域
社
会
で
の
頻
度
数

の
差
の
現
れ
と雪守え
よ
う 。

「
泡」
(
図
日)
(一
二
頁)
を
見
ら
れ
た
い 。
小
田
切
で
は
V
字
形
と
も
言
え

る
奇
妙
な
線
を
え
が
く 。
次
の
よ
う
に
考
え
る。
「
共
通
話
と
同
じ
小
田
切
の

1」

ア
引
は一
旦
は
優
勢
な
市
街
地
方
言
ア
ワ
の
影
響
で
グ
ン
グ
ン
と
下
降
を
辿っ

た 。
し
か
し 、
テ
レ
ビ
の
ア
円
に
抜
し 、
そ
の
巻
き
返
し
が
起
こ
っ
た 。
一

方 、
市
街
地
で
も
汀
ワ
は
テ
レ
ビ
の
影
響
で
徐
々
に
減
少 、
市
街
地
よ
り
の
攻

lld

 

勢
も
弱
ま
り 、
こ
こ
に
小
田
切
の
ア
ワ
は
完
全
に
建っ
た
の
で
あ
る」
と。

個々
の
諸
に
つ
い
て
は
述べ
ね
ば
な
ら
ぬ
ζ
と
が
多
く
残っ
た
が 、
省
略
に

10 
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従
い
先
に
進
む 。

調
査
で
は
言
語
外
の

条
件
に
つ
い
て
も
尋
ね

た 。
そ
の
中
か
ら
ま
ず

テ
レ
ピ
の
視
聴
時
間
を

取
り
あ
げ
る。
そ
の
長

短
K
よ
り
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
け 、
各
グ
ル

ー
プ
の
得
点
を
世
代
別

に
算
出
し
た 。
そ
の
結

果 、
視
聴
時
間
の
長
短

は
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
化

.
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト

化
と
は
関
係
の
な
い
乙

と
が
判っ
た 。
乙
れ
は

今
ま
で
の
論
述
と
矛
盾

す
る
か
の
印
象
を
与
え

る
か
も
し
れ
な
い 。
だ

が 、
テ
レ
ビ
が
個
人の

言
語
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
の
は 、
前
に
も

触
れ
た
よ
う
に、
主
と

し
て
言
語
形
成
期
で
あ

っ
て 、
そ
の
時
期
を
過

ぎ
る
と、
特
に
ア
ク
セ

3 
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ン
卜
の
よ
う
な
場
合 、

そ
の
影
響
力
は
少
な
い

と
予
想
さ
れ
るb
又 、

言
語
形
成
期
の
中
に
あ

る
者
も 、
視
聴
時
閣
の

長
短
よ
り
も 、
新
し
い

文
化
||一
言
語
も
そ
の

一
部
で
あ
る

ーー
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
る
か

ど
う
か
と
い
うパ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
と

れ
に
は
関
与
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え

る。言
語
外
の
条
件
の
調
査
資
料
を
分
析
し
た
結
果 、「
自
分
の
こ
と
ば
に
気
を
使

う 、
他
人の
と
と
ば
が
気
に
な
る」
グ
ル
ー
プ
の
方
が
そ
う
で
な
い
グ
ル
ー
プ

よ
り
も 、
又
「
よ
そ
の
土
地
に
住
み
た
い」「
東
京
に
住
み
た
い
」グ
ル
ー
プ
の

方
が
そ
う
で
な
い
グ
ル
ー
プ
よ
り
も 、
さ
ら
に
新
聞
を
「
四
欄
以
上
読
む」
グ

ル
ー
プ
の
方
が
「
三
欄
以
下
し
か
読
ま
な
い」
グ
ル
ー
プ
に
比べ
て 、
そ
れ
ぞ

れ
得
点
が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
た 。
乙
れ
ら
は
い
ず
れ
もパ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

の
問
題
が
関
与
し
て
い
る
と
見
た
い 。

乙
の
問
題
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
た
め
に 、
小
田
切
中
学
校
生
徒
会
員
を
対

注
日

象
K
Y・
G
性
格
検
査
を
行っ
た 。
生
徒
を
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
の
得
点
に
よ

り
共
通
語
化
群 、
非
共
通
語
化
降 、
中
間
群
の
三
群
に
分
け 、
検
査
の
結
果
と

比
較
し
た 。

11 
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得
ら
れ
な
かっ
た
。
だ

が
積
極
性

因
子
と
消
極

性
因
子
に
着
目
し
て
両

者
を
比
較
す
る
と、
両

者
の
聞
に
差
が
あ
り、

共
通
語
化
群
は
非
共
通

語
化
群
よ
り
も
積
極
的

な
性
格
の
者
が
多
いζ

と
が
判
っ
た。
乙
れ
は

先
の
尺
度
別
の
考
察
の

結
果
と
通
ず
る
も
の
で

あ
り、
共
通
語
化
群、

非
共
通
語
化
群
に
属
す

る
者
の
性
格
像
が
乙
れ

に
よ
り
か
な
り
は
っ
き

り
し
た
と
考
え
る。

12 

一 、

静
岡

市
井
川

方
言
の

場
合

0 
1 

三
-

一

静
岡
市
井

川
方
言
と
無
ア
ク

セ
ン
ト注

ロ

静
岡
市
井
川
は
南
ア



言 語 形 成 lζ及ぼす テ レピお よ び都市 の 言路 の 影 響

ル
プ
ス
の
麓
に
位
置
す
る
山
村
で 、
そ
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
は
無
ア
ク
セ
ン
ト

と
し
て
夙
に
有
名
で
あ
る 。
影
響
を
与
え
る
都
市
言
語
は
静
岡
市
街
地
方
言

で 、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
東
京
式
で
あ
る 。

と
れ
は
地
域
言
語
無
ア
ク
セ
ン
ト
/
都
市
言
語
東
京
式
と
い
う
先
の
図
式
の

3
K
分
類
さ
れ
る
も
の
で
あ
り 、
テ
レ
ビ
お
よ
び
都
市
の
言
語
の
影
響
で
無
ア

ク
セ
ン
ト
が
有
ア
ク
セ
ン
ト
(
東
京
式)
に
変
る
乙
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
と

予
測
し
た
型
に
属
し
て
い
る 。

日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
は 、
適
時
的
に
型
区
別
の
明
瞭
な
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら

暖
昧
な
ア
ク
セ
ン
ト
を
経
て 、
型
区
別
を
持
た
ぬ
無
ア
ク
セ
ン
ト
へ
至
る一
つ

の
系
譜
を
持
つ 。
ζ
の
乙
と
は
良
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る 。
従っ
て 、
逆
に

無
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
が
有
ア
ク
セ
ン
ト
(
東
京
式)
化
す
る
な
ど
と
い
う
と
と

は 、
通
常
の
状
態
で
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
出
来
事
K
属
し
て
い
る 。
事
実

注
目u

は
ど
う
で
あっ
た
か 。
な
お 、
以
下
で
は
井
川
生
育
者
の
資
料
を
扱
う 。

三
・

ニ

調
査
の
結
果

本
題
に
は
い
る
前
に、
無
ア
ク
セ
ン
ト、
暖
昧
ア
ク
セ
ン
ト 、
明
瞭
ア
ク
セ

ン
ト
と
は
何
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が 、
乙
乙
で
は
立
ち
入
る
ζ
と
を
し
な

い 。
井
川
方
言
の
場
合 、
も
し
右
の
図
式
の
と
お
り
だ
と
す
る
と、
比
喰
を
使

う
と、
く
ら
げ
な
す
漂
え
る
型
を
持
た
ぬ
状
態
か
ら 、
固
まっ
て
は
い
な
い
も

の
の
型
ら
し
き
も
の
が
次
第
に
で
き
あ
が
り 、
さ
ら
に
互
い
に
対
立
す
る
確
と

し
た
型へ
と
移
行
し
て
行
く
ζ
と
が
考
え
ら
れ
る 。
そ
の
過
程
は
連
続
し
た
も

の
で
あ
り 、
単
純
に
右
の
よ
う
に
三
つ
に
分
割
す
る
と
と
は
難
し
い 。
そ
乙
で

資
料
を
次
の
よ
う
に
便
宜
的
に
処
理
し
た。

た
と
え
ば 、
「
牛」
と
い
う
語
を
と
る
と、
無
ア
ク
セ
ン
ト
地
域
で
は
イ
ン

フ
ォ
l
マ
ン
ト
が
た
ま
た
ま
ウ
シ・
ウ
シ
ガ
と
発
音
し
た
か
ら
と
言っ
て 、
彼

が
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
持
ち 、
「
牛」
を
平
板
裂
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
は

図12
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必
ず
し
も
言
え
な
い 。
し
か
し、
ウ
シ・
ウ
シ
ガ
と
発
音
す
れ
ば 、
共
通
ア
ク

セ
ン
ト
に
合っ
た
も
の
と
し
て
処
理
し
単
純
に一
点
を
与
え
る
と
と
と
し
た 。

今 、
名
詞
類
四
八
語
に
つ
い
て
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
を
基
準
に
点
を
与
え 、
世

代
別
に
整
理
し
た
の
が 、
図
ロ
で
あ
る 。
二
度
読
ん
で
も
らっ
た
の
で
満
点
は

九
六
点
と
な
る 。
ζ
の
図
を
見
る
と、
昭
和
二
O
年
以
後
出
生
者
と
そ
の
前
の

出
生
者
と
の
間
に
ま
さ
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
と
も
言
え
る
断
層
の
あ
る
乙
と
を
知

る 。
井
川
本
村
で
の
テ
レ
ビ
購
入
時
期
の
調
査
結
果
を
参
照
す
る
と、
昭
和
二

O
年
以
後
出
生
者
は
言
語
形
成
期
の
中
途
又
は
初
め
か
ら
テ
レ
ビ
に
接
し
た
世

代
で
あ
る 。

次
に
個
々
の
語
に
つ
い
て
み
る 。

今 、
二
拍
語
を
と
る
と、
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
に
は
平
板・
尾
高・
頭一局
型
の

三
種
が
あ
る 。
無
か
ら
有
を
生
じ
る
場
合 、
ど
の
型
も
ひ
と
し
な
み
に
足
並
み

を
揃
え
て
有
型
化
し
て
行
く
か
と
い
う
に、
そ
う
で
は
な
い 。
調
査
結
果
か
ら

み
る
と、
頭一高
型
が
平
板
型・
尾
高
型
か
ら
ま
ず
独
立
し 、
尾
高
型
が
平
板
型

か
ら
分
離
す
る
の
が
最
も
遅
れ
る
と
言
え
る 。
動
物
名
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
「
犬」
と
「
猶」
と
を
比べ
る
と、
頭
高
型
の
「
猫
」
の
方
が
共
通
ア
ク
セ

ン
ト
化
が
早
く 、
「
犬
」
の
方
が
ど
う
し
て
も
遅
れ
る 。
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同
じ
型
の
中
で
も 、
語
に
よ
り
型
所
属
の
旗
織
を
比
較
的
早
く
か
ら
鮮
明
に

し
て
い
る
も
の
と、
あ
と
ま
で
た
め
ら
っ
て
い
る
も
の
と
が
あ
る 。
た
と
え

ば 、
「
雨
」
と
「
箸
」
は
と
も
に
頭
高
型
で
あ
り 、
と
も
に
日
常
生
活
の
中
で

よ
く
使
わ
れ
る
語
だ
が 、
前
者
の
方
が
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
化
は
早
い 。
ζ
れ
な

ど
テ
レ
ビ
で
用
い
ら
れ
る
頻
度
が
利
い
て
い
る
と
恩
わ
れ
る 。
一
・
四
で
述
べ

た
と
と
は 、
東
京
式
だ
け
で
な
く
無
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
あ
て
は
ま
る
乙
と
が
判

る 。乙
乙
で
は
幾
組
か
の
同
音
異
義
語
を
調べ
た。
「
雨」
と
「
飴」
の
区
別
は
頭

高
型
と
平
板
型
の
区
別
で
あ
る
の
で 、
他
と
比
較
す
る
と
か
な
り
容
易
で
あ
る

の
に
対
し 、
「
鼻
」
と
「
花」
の
区
別
は
平
板
型
と
尾
高
型
の
区
別
で
あ
る
た
め

に 、
そ
れ
は
か
な
り
難
し
い
と
言
え
る 。
ζ
の
よ
う
に
同
音
異
義
語
を
ペ
ア
に

し
て
続
け
て
読
ま
せ
る
と、
型
区
別
獲
得
途
上
の
者
で
は
音
素
配
列
が
同
じ
た

め
に 、
ア
ク
セ
ン
ト
の
上
で
の
牽
引
の
起
乙
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る 。

三
・

三

無
ア
ク
セ
ン
ト

か
ら
有
ア
ク
セ
ン
ト

へ
の
推
移
の
図
式

次
に、
井
川
方
言
に
お
け
る
無
ア
ク
セ
ン
ト
か
ら
有
ア
ク
セ
ン
ト
へ
の
プ
ロ

セ
ス
を
図
式
的
に
考
え
て
み
よ
う 。

以
前 、
井
川
の
幼
児
た
ち
は
母
親
の
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
言
語
を
聞
き、
そ
れ

を
理
解
し
て
み
ず
か
ら
も
使
い 、
次
第
に
広
が
る
生
活
空
間
の
中
で
も
無
ア
ク

セ
ン
ト
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
し
つ
つ
育
ち 、
言
語
形
成
期
を
終
え
る
乙
ろ
に
は

無
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
う
し
っ
か
り
し
た
型
|
ア
ク
セ
ン
ト
を
持
た
な
い
と
い
う

の
も一
つ
の
型
で
あ
る
ー
を
身
に
つ
け
る 。
か
つ
て
は
六
年
の
初
等
教
育 、
又

は
さ
ら
に
二
年
の
高
等
科
の
課
程 、
新
制
度
で
九
年
の
小・
中
学
校
教
育
を
終

え
る
と、
か
な
り
多
く
の
人た
ち
は
憧
れ
の
都
で
あ
る
静
岡
市
街
地
の
学
校
に

進
み 、
ま
た
そ
乙
に
就
職
し
た。
か
の
地
で
彼
等
は
都
会
人に
よ
っ
て
彼
等
の

言
語
ゆ
え
に
堪
え
が
た
い
屈
辱
感
を
味
わ
う
乙
と
に
な
る 。
そ
の
大
き
な
比
重

を
占
め
た
の
が
ア
ク
セ
ン
ト
で
あっ
た。
調
査
の
際 、

質
問
に
答
え
て
イ
ン
フ

オ
|
マ
ン
ト
た
ち
は
い
ろ
ん
な
例
を
あ
げ
て
話
し
て
く
れ
た。

-

国
語
の
授
業
で
教
科
書
を
朗
読
す
る
た
び
に
ア
ク
セ
ン
ト
K
つ
い
て
注

意
さ
れ
た。
他
の
乙
と
と
迷
い
と
れ
だ
け
は
ど
う
に
も
な
ら
な
かっ
た。

私
は
だ
ん
だ
ん
無
口
に
なっ
た。

2
(
新
制)
中
学
の
と
ろ
静
岡
の
高
校
K
行っ
て
い
る
先
輩
が 、
高
校
に
進

学
し
て
笑
わ
れ
な
い
よ
う
に
と、
夏
休
み
に
ア
ク
セ
ン
ト
の
特
訓
を
し
て

く
れ
た
が
だ
め
だ
っ
た。
そ
れ
に
先
生
と
なっ
た
先
輩
の
ア
ク
セ
ン
ト
も

あ
や
ふ
や
な
感
じ
が
強
かっ
た。

3

静
岡
の
高
校
で
井
川
出
身
の
生
徒
が
初
め
て
卒
業
式
で
答
辞
を
読
ん

だ 。
し
か
し 、
途
中
か
ら
ア
ク
セ
ン
ト
が
お
か
し
い
と
言っ
て
生
徒
が
ク

ス
ク
ス
笑
い
出
し
て
し
ま
い 、
厳
粛
な
雰
囲
気
が
壊
れ 、
こ
ん
な
悲
し
い

注
は

思
い
を
し
た
乙
と
は
な
かっ
た。

つ
ま
り
以
前 、
小
学
校
尋
常
科 、
又
は
高
等
科 、
あ
る
い
は
新
制
中
学
を
終

え
た
段
階
で
市
街
地
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
取
り
囲
ま
れ
で
も 、
言
語
形
成
期
を
過

ぎ
た、
あ
る
い
は
過
ぎ
よ
う
と
す
る
段
階
で
は 、
本
人に
ア
ク
セ
ン
ト
習
得
の

熱
意
が
ど
ん
な
に
あっ
て
も 、
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を
持
つ
と
い
う
点
で
は
も
は

や
手
遅
れ
の 、
絶
望
的
な
状
態
に
あっ
た
の
で
あ
る 。

し
か
し 、
今
や
テ
レ
ビ
時
代
を
迎
え
て 、
幼
児
の
言
語
環
境
は
ガ
ラ
リ
と
変

っ
た。
子
育
て
に
費
す
母
親
の
時
聞
は
大
幅
に
減
じ 、
テ
レ
ビ
が
母
代
り
の
養

母
と
し
て
子
ど
も
の
言
語
的
養
育
に
あ
た
っ
て
い
る 。
無
ア
ク
セ
ン
ト
で
昔
話

を
し
て
く
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
に
代っ
て
は
テ
レ
ビ
の
「
ま
ん
が
日
本
昔
話」
の

類
が
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
で
諮
り
か
け
る 。
首
都
圏
に
お
け
る
三
歳
児
の
平
均
テ

注
目

レ
ピ
視
附臨
時
間
は
三
時
間
二二
分
に
及
ぶ
と
い
う 。
言
語
を
習
得
す
る
最
も
重

要
な
時
期
に
彼
等
は
毎
日
三
時
間
以
上
も
共
通
語
と
い
う
人工
栄
養
が
た
つ
ぷ

1 4 



言 語 形 成 11::及ぼす テ レ ビお よ び都市 の言語 の 影響

り
与
え
ら
れ
る 。
乙
れ
が
子
ど
も
の一
言
語
的
発
達
に
影
響
を
与
え
ぬ
は
ず
は
な

い 。
子
ど
も
た
ち
は
無
ア
ク
セ
ン
ト
と
い
う
母
な
る
大
地
に
生
ま
れ
な
が
ら
母

の
無
ア
ク
セ
ン
ト
を
受
け
継
が
ず
に 、
テ
レ
ビ
と
い
う
養
母
か
ら
日
夜 、
し
か

も
繰
り
返
し
繰
り
返
し
送
ら
れ
て
く
る
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を 、
熱
心
に
学

習
し 、
次
第
に
身
に
つ
け
て
行
く 。

実
は
以
前
に
も
時
に
は 、
母
親
が
井
川
出
身
で
は
な
く 、
東
京
式
の
他
地
域

出
身
で
あ
る
場
合
が
あっ
た。
こ
の
場
合
幼
児
は
母
親
か
ら
東
京
式
を
学
び
つ

つ
生
長
し
た。
し
か
し 、
幼
児
が
井
川
の
子
ど
も
た
ち
の
社
会
の
仲
間
入
り
を

し
た
と
き、
そ
の一
員
と
なっ
た
乙
と
の
あ
か
し
に 、
学
び
つ
つ
あっ
た
ア
ク

セ
ン
ト
の
型
を
捨
て
ね
ば
な
ら
な
かっ
た。
し
か
し 、
現
在
は
幼
児
が
子
ど
も

た
ち
の
社
会
の
仲
間
入
り
を
す
る
と
き 、
乙
こ
は
以
前
と
は
異
な
り
同
じ
よ
う

に
型
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
者
の
集
団
で
あ
る 。
中
に
母
親
か
ら
無
ア
ク
セ
ン
ト

を
受
け
継
ぎ
つ
つ
あっ
た
子
供
が
い
て
も 、
ζ
の
世
界
で
ア
ク
セ
ン
ト
の
型
を

学
ん
で
行
く 。

乙
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に 、
つ
ま
り
受
け
皿
の
で
き
た
段
階
で、
市
街
地

の
ア
ク
セ
ン
ト
が
井
川
の
言
語
に
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る 。
静
岡
の
町
に

出
た
少
年
少
女
た
ち
は
そ
乙
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
取
り
入
れ
る 。
以
前
と
違
い

受
け
皿
が
で
き
て
い
る
の
で
そ
れ
が
可
能
な
の
で
あ
る 。
そ
し
て
帰
省
し
た

折々
に
そ
れ
を
弟
妹
た
ち
に
伝
え
る 。
若
い
届
の
あ
ち
と
ち
に
認
め
ら
れ
る

tid

--d

al-

カ
ケ
ル(
掛
け
る)
・
ハ
ネ
ル(
跳
ね
る)
の
類
の
頭
高
型 、
シ
ラ
ベ
ル(
調
べ
る)・

・1J

，td

ナ
ガ
レ
ル(
流
れ
る)
の
類
の
中一
高
型 、
さ
ら
に
コ
コ
ロ(
心)
の
頭
高
型
の
ア

ク
セ
ン
ト
が
そ
れ
で
あ
る 。
し
か
し 、
「
掛
け
る
」「
跳
ね
る
」
の
類
に
認
め
ら

れ
る
0
・
0
型
の
共
通
ア
ク
セ
ン
ト(
テ
レ
ピ
ア
ク
セ
ン
ト) 、
「
調
べ
る
」「
流

れ
る」
の
類
に
認
め
ら
れ
る
0
・
・
0
型
の
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
(
テ
レ
ビ
ア
ク

セ
ン
ト) 、
又「
馬
鹿
に
す
る」
の
0
・
・
・
・
型
に
代
表
さ
れ
る
出
自
の
新
し

い
共
通
ア
ク
セ
ン
ト(
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト) 、
さ
ら
に
「
心
」
の
0
・
・
マ
型

に
代
表
さ
れ
る
静
岡
市
街
地
ア
ク
セ
ン
ト
で
も
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
で
も
な
い
テ

レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト

||
乙
れ
ら
は
そ
の
比
率
に
相
違
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の 、

若
い
層
に
か
な
り
認
め
ら
れ
る 。
テ
レ
ビ
と
静
岡
市
街
地
の
言
語
は 、
互
い
に

協
力
し
て
井
川
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
無
か
ら
有
に
変
え
る一
方 、
互
い
に
し
の
ぎ

を
削
り
な
が
ら
自
己
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
井
川
に
刻
印
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
状

と
言
え
よ
う 。

あ
る
い
は 、
近
年
静
岡
市
街
地
と
の
交
通
が
か
つ
て
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ

ど
便
利
に
な
り 、
ほ
と
ん
ど
の
若
者
た
ち
は
高
校
か
ら
市
街
地
に
出 、
市
街
地

の
人た
ち
と
接
す
る
機
会
の
増
大
し
た
乙
と
が 、
東
京
式
を
獲
得
す
る
に
至っ

た
真
の
理
由
で、
テ
レ
ビ
で
は
な
い
と
い
う
反
論
も
あ
ろ
う 。
乙
ζ
で一
つ
の

資
料
を
提
出
し
よ
う 。
表
6
は
大
正一
四
年
か
ら
昭
和一
九
年
ま
で
の
出
生
者

の
得
点
を
在
外
期
間
の
長
短
に
よっ
て
分
け
た
も
の
で
あ
る 。
無
ア
ク
セ
ン
ト

表6

在 外 期 間 | 人数 | 平均点

0--6ヶ月まで I 31 I 36.2 

7ヶ月--2年まで

2年1ヶ月--4年まで I 13 I 35.0 

4年1ヶ月--8年まで I 10 I 32.5 

8年 1ヶ月以上

の
裂
が
で
き
て
し
ま
う
と
在
外
年

数は
共
通
ア
ク
セ
ン
ト
化
に
ほ
と

ん
ど
関
係
の
な
い
と
と
が
判
る 。

た
だ 、
八
年一
ヶ
月
以
上
に
分
類

さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
だ
け
が
他
よ
り

も
平
均
得
点
が
高
い 。
し
か
し 、

就
学
前
三
年
間
富
士
宮
市
で
育

ち 、
小
学
校
を
井
川
で
終
え
る

と、
新
制
中
学
は
再
び
外
に
出
た

者一
名
と、
一
二
歳
か
ら
富
士
宮

市
に
出
た
者
二
名
を
除
く
と、
グ

ル
ー
プ
の
平
均
点
は
三=
了
三
と
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全
く
平
凡
な
得
点
と
な
っ
て
し
ま
う 。

右
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
普
及
以
前
に
初
等
教
育
又
は
前
期
中
等
教
育
を
終
え
た

者
は 、
静
岡
市
街
地
は
じ
め
東
京
式
地
域
に
移
り
住
ん
で
も
ア
ク
セ
ン
ト
の
型

を
持
つ
に
至っ
て
い
な
い
ζ
と 、
井
川
の
若
い
年
代
層
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
静
岡

市
街
地
や
そ
の
周
辺
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
よ
り
も 、
む
し
ろ
共
通
ア
ク
セ
ン

ト・
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン
ト
的
で
あ
る
こ
と 、
か
つ
年
齢
的
推
移
を
み
て 、
勉
学

あ
る
い
は
就
職
な
ど
で
静
岡
に
居
住
す
る 、
あ
る
い
は
居
住
し
た
若
者
よ
り

も 、
ま
だ
そ
の
経
験
の
な
い
小・
中
学
生
の
得
点
が 、
図
ロ
で
判
る
よ
う
に
最

も一

JR

と

|
ζ
れ
ら
は
テ
レ
ビ
の
影
響
の
大
き
い
ζ
と
を
裏
づ
け
る
も
の

と
考
え
る 。

な
お 、
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
有
型
化
に
あ
た
っ
て
は 、
女
子
の
方
が
男
子
よ
り

玲
の
傾
向
の
著
し
い
ζ
と 、
さ
ら
に
親
の
出
身
地
の
要
因
が
か
な
り
利
い
て

い
る
ζ
と
を
つ
け
加
え
て
お
く 。
ζ
れ
ら
は
長
野
市
で
は
共
通
語
化
の
要
因
と

し
て
は
目
立
た
な
い
も
の
で
あっ
た 。

四 、

そ
の

他
の

場
合

以
上 、
長
野
市
小
田
切
お
よ
び
桜
枝
町 、
さ
ら
に
静
岡
市
井
川
の
ア
ク
セ
ン

ト
に
つ
い
て
見
て
来
た 。
乙
れ
ら
は
い
ず
れ
も
初
め
に
テ
レ
ビ
の
影
響
が
大
き

い
と
予
測
し
た
も
の
で
あ
る 。
そ
の
他
の
場
合
は
ど
う
か 。
地
域
言
語
に
は
い

る
前
に
都
市
言
語
の
場
合
に
つ
い
て
も一
瞥
し
よ
う 。

四
-

一

三
重
県
津
市
方
言
の
場
合

都
市
言
語
京
阪
式
と
し
て
手
許
K
三
重
県
津
市
で
生
ま
れ
育っ
た
女
性
(
昭

和
三
五
年
生
ま
れ)
の
録
音
資
料
が
あ
る 。
今
そ
の
詳
細
を
紹
介
す
る
紙
面
を

持
た
な
い
が 、
驚
く
と
と
に
ほ
と
ん
ど
完
笠
に
近
い
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
を
駆
使

す
る 。
し
か
も
津
市
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
を
も
同
時
に
操
る
乙
と
が
で
き
る
の
で

あ
っ
て 、
決
し
て
ハ
イ
マ
l
ト
ロ
ス
と
い
う
状
態
で
は
な
い 。
場
面
に
よ
っ
て

乙
の
両
者
を
き
れ
い
に
使
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
る 。
し
か
も
東
京
ア
ク
セ
ン

BIJ

・11111J

ト
た
る
や
ク
マ(
熊)
や
コ
コ
ロ(
心)
で
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
テ
レ
ビ
ア
ク
セ
ン

ト
な
の
で
あ
る 。
乙
れ
は
図
式
的
に
は 、
あ
ら
ゆ
る
場
面・
京
阪
式
の
フ
ァ
l

ゼ
が
崩
れ 、
現
在、
共
通
語
的
場
面・
東
京
ア
ク
セ
ン
ト 、
方
言
的
場
面・
京

阪
式
の
段
階
に
あ
る
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ
る 。
今
後
乙
の
よ
う
な
個
人が
増

加
し
て
行
く
な
ら
ば 、
乙
の
方
言
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
場
面・
東
京
ア
ク
セ
ン

ト
と
い
う
時
代
の
来
る
こ
と
も
十
分
予
想
さ
れ
る 。

四
・

ニ

福
井
市
方
言
・

仙
台
市
方
言
の
場
合

次
に 、
都
市
言
語
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
場
合
と
し
て
福
井
市
方
言
を
と
り
あ
げ

る 。
杉
藤
美
代
子
氏
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば 、
福
井
市
に
生
ま
れ
育っ
て
い

る
少
年
少
女一
二
名
中
望
者
型
化(
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
化)
し
て
い

泣
い

う
ζ
と
で
あ
り 、
か
つ
両
親
の
出
身
地
の
ど
と
き
も
無
関
係
で
あ
る
と
い
う 。

ま
た 、
佐
藤
亮一
氏
に
よ
れ
ば 、
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
仙
台
で
も 、
子
ど
も
た

ち
が
ま
ま
ど
と
遊
び
を
し
て
い
る
と
き
の
ア
ク
セ
ン
ト
は 、
極
め
て
東
京
語
的

で
あ
る
と
い
う 。

四
・

三

大
阪
市
近
隣
地
域
方
言
の
場
合

乙
乙
で
地
域
言
語
に
話
題
を
移
す。
表
1
の
5
の
よ
う
に
地
域
言
語 、
都
市

言
語
と
も
に
京
阪
式
の
場
合 、
テ
レ
ビ
の
影
響
は
少
な
い
と
推
定
し
た
が 、
杉

藤
美
代
子
氏
K
よ
れ
ば 、
大
阪
市
近
隣
の
八
尾
市、
東
大
阪
市
さ
ら
に
は
南
河

内
地
域
の
青
少
年
ア
ク
セ
ン
ト
に
は 、
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
化
の
き
ざ
し
は
ほ
と

注目

ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う 。

四
・

四

愛
媛
県
大
洲
市
方
言
の
場
合

ま
た 、
地
域
言
語
無
ア
ク
セ
ン
ト 、
都
市
言
語
京
阪
式
の
場
合
も 、
や
は
り

テ
レ
ビ
の
影
響
を
受
け
に
く
い
と
推
定
し
た 。
乙
れ
に
つ
い
て
は
愛
媛
県
大
洲
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言 語 形 成 IL 及 ぼす テレピ お よ び 都市 の 言 語 の 影 響

市
方
言
を
あ
げ
る
乙
と
が
で
き
る。
乙
の
方
言
に
影
響
を
与
え
る
都
市
言
語
は

京
阪
式
の
松
山
市
方
言
で
あ
る。
吉
田
則
夫
氏に
よ
れ
ば 、
若
い
層
♂
比
や
は

ぶまL
q，“

り
無
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
り 、
有
型
化
の
き
ざ
し
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う 。
地

域
言
語
と
し
て
先
に
取
り
あ
げ
た
無
ア
ク
セ
ン
ト
の
井
川
方
言
の
よ
う
に
は
行

か
な
い
の
で
あ
る。

四
・

五

兵
庫
県
朝
来
郡
山
東
町
梁
瀬
方
言
の
場
合

次
に
地
域
言
語
東
京
式 、
都
市
言
語
京
阪
式
の
場
合
を
と
る。
東
京
式
の
地

域
言
語
は 、
都
市
言
語
の
影
響
で
京
阪
式
化
し
て
行
く
過
程
で
テ
レ
ビ
の
普
及

時
代
を
迎
え
た
よ
う
な
場
合 、
京
阪
式
化
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ
る
だ
け
で

な
く 、
東
京
式
に一
戻
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
た。
兵
庫
県
朝
来
郡

山
東
町
梁
瀬
の
小
学
生
に
お
け
る「
咲
い
た」
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
頭
高
型
V
平
板

型
の
推
移
の
よ
う
な
現
象
が
ζ
れ
に
ほ
ぼ
該
当す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う 。

岡
田
荘
之
輔
氏
の
近
著
『
但
馬
の
乙
と
ば』
(
兵
庫
県
立
但
馬
文
教
府 、
昭

回)
に
衣
川
昭
義
氏
の
乙
と
ば
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る。

次
に
梁
瀬
小
学
校
の
最
近
の
ア
ク
セ
ン
ト
だ
が 、
従
来 、
例
え
ば
「
咲

い
た
」
を 、
サ
イ
夕 、
と
言
い
馴
れ
て
い
た
の
が 、
平
板
型
に
サ
イ
夕 、

と
な
り
つ
つ
あ
る。
乙
れ
は
テ
レ
ビ
の
影
響
も
あ
る
が 、
同
時
に、
家
庭

で
老
人が 、
昔
の
平
板
型
ア
ク
セ
ン
ト
を
用
い
て
い
る
事
が 、
大
き
く
感

化
し
て
い
る(
同
笹
三
二
O
頁) 。

ま
さ
に、
テ
レ
ビ
に
よ
っ
て
京
阪
式
化
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
け
ら
れ 、
一
方 、
在

来
の
方
言
の
中
で
ま
だ
東
京
式
の
平
板
型一
が
隠
然
た
る
勢
力
を
保
持
し
て
い
た

ζ
と
が 、
乙
の
回
帰
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考
え
る。

五 、

終

り

!こ

以
上
見
た
よ
う
に、
都
市
言
語
は
地
域
言
語
の
テ
レ
ビ
言
語
化
に、
ア
ク
セ

ン
ト
の
場
合
相
乗
作
用
を
も
た
ら
す
場
合
と
相
除
作
用
宇佐
営
む
場
合
と
が
あ

る。
前
者
で
は
テ
レ
ビ
の
影
響
は
大
き
く
顕
在
化
し 、
後
者
で
は
潜
在
化
し
て

い
る。
し
か
し
ζ
の
場
合
も 、
テ
レ
ビ
は
決
し
て
腕
を
乙
ま
ぬ
い
て
傍
観
し
て

い
る
の
で
は
な
く 、
見
え
な
い
と
乙
ろ
の
底
流
で
激
し
く
動
き、
そ
の
顕
在
化

に
向
け
て
般
烈
な
闘
い
を
闘っ
て
い
る
と
言
う
乙
と
が
で
き
よ
う 。

地
域
言
語
の
立
場
か
ら
見
れ
ば 、
唯一
の
主
君
で
あっ
た
都
市
言
語
の
ほ
か

に 、
今
や
テ
レ
ビ
言
語
と
い
う
別
の
主
君
に
も
仕
え
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
新
し

い
事
態
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る。
そ
し
て
テ
レ
ピ
言
語
は
都
市
言
語
を
も
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
て
い
る。
こ
の
よ
う
に
し
て 、
都
市
言
語
は
地
域
言
語

に
対
し 、
従
前
の
よ
う
な
専
横
的
な
振
舞
い
が
で
き
な
く
なっ
た
と
言
う
こ
と

が
で
き
る。

国
語
教
育
を
中
心
と
し
た
学
校
教
育
は 、
語
染・
文
法
面
を
中
心
に
共
通
語

化
と
い
う
ロ
ー
ラ
ー
を
日
本
全
域
に
か
け
た
が 、
音
韻
の
か
な
り
の
部
分 、
ア

ク
セ
ン
ト
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
ロ
ー
ラ
ー
化
を
ま
ぬ
が
れ
た。
し
か
し 、
今
や

学
校
教
育
で
は
な
く 、
テ
レ
ビ
と
い
う
新
し
い
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て 、
そ

の
残
さ
れ
た
面
に
も 、
共
通
語
化
の
ロ
ー
ラ
ー
が
か
け
始
め
ら
れ 、
地
域
に
よ

っ
て
は
か
な
り
進
ん
で
い
る
と
言
う
ζ
と
が
で
き
よ
う 。

な
お 、
ラ
ジ
オ
の
影
響
に
触
れ
る
と、
個
人の
言
語
に
及
ぼ
す
影
響
は
過
小

に
は
評
価
すべ
き
で
は
な
い
と
思
う 。
た
だ
し 、
両
者
に
は
次
の
よ
う
な
接
し

方
の
相
違
が
あ
る 。
子
ど
も
た
ち
は
テ
レ
ビ
に
は
言
語
形
成
期
の
前
か
ら
接
し

て
お
り 、
又 、
そ
ζ
に
は
幼
児
向
け
の
番
組
も
ふ
ん
だ
ん
に
用
意
さ
れ
て
い
る。

乙
れ
に
対
し 、
彼
等
が
ラ
ジ
オ
に
接
す
る
の
は
大
部
分
の
場
合
中
学
生
以
降
で

あ
り 、
本
格
的
に
聴
く
の
は
高
校
生
に
なっ
て
か
ら
と
い
う
ケ
l
ス
が
多
い
だ

ろ
う 。
幼
児
向
け
や
小
学
生
向
け
の
番
組
も
ほ
と
ん
ど
な
い 。
つ
ま
り 、
テ
レ

ビ
と
は
異
な
り 、
ラ
ジ
オ
の
場
合 、
言
語
形
成
期
の
末
期
又
は
そ
れ
を
過
ぎ
た
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時
点
で
の
接
触
で
あ
る
と
い
う
点
に
大
き
な
相
違
が
あ
る。
そ
れ
ゆ
え
に
彼
等

の
言
語
形
成
に
及
ぼ
す
影
響
は
テ
レ
ビ
ほ
ど
に
質
的
量
的
に
大
き
く
は
な
く 、

従っ
て
言
語
の
根
幹
部
分
に
関
わ
る
よ
う
な
影
響
は
持
ち
え
な
い
の
で
あ
る。

テ
レ
ビ
の
影
響
に
つ
い
て
今
は
言
語
の
面
か
ら
述
べ
た。
し
か
し 、
子
ど
も

た
ち
が
テ
レ
ビ
受
像
機
と
い
う
養
母
か
ら
と
め
ど
な
く
流
れ
出
る
甘
い
乳
を
飽

く
と
と
な
く
吸
い
続
け
た
結
果
受
け
る
影
響
は 、
単
に
彼
等
の
言
語
形
成
に
と

ど
ま
ら
ず 、

彼
等
の
性
格
形
成 、
ま
た
思
考
や
行
動パ
タ
ン
の
形
成
等
極
め
て
広

い
面
に
深
く
現
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る。
乙
の
研
究
は 、
言
語
学
や
方
言
学
自

身
の
方
法
で
さ
ら
に
深
く
探
究
す
る
と
同
時
に、
関
連
諸
科
学
の
提
携
の
も
と

に
よ
り
学
際
的
に
よ
り
総
合
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る。

注
1

た
と
え
ば
国
立
国
語
研
究
所
『
地
域
社
会
の
言
語
生
活!|鶴岡における

ニ
O年前との比較
||』(
秀
英
出
版 、
昭
ω)
の
中
の
「
テ
レ
ビ
へ
の
接
触」(一

七
七
頁
以
下)
で
と
の
問
題
を
扱っ
て
い
る 。

注
2

地
方
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ
マ
の
会
話
部
分
の
方
言、
上
方
落
語・
万
才

に
お
け
る
方
言
な
ど
は
除
く 。

注
3

南
不
二
男・
江
川
清
「
東
京
都
民
の
ア
ク
セ
ン
ト」

(「
I
C
U
言
語
社

会
学シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム」
配
布
資
料 、
昭
国) 。

注
4

長
野
市
小
田
切
は
旧
長
野
県
上
水
内
郡
小
田
切
村
で 、
長
野
市
街
地
の

西
方
山
地
に
位
置
し 、
而
積一
八・
四
平
方
同
同げ 、
人
口一
五
九
九
人 、
戸

数
四
O
五
戸(
昭
臼) 。
主
産
業
は
養
蚕 、
果
樹・
高
原
野
菜
の
裁
培
な
ど 。

注
5

前
回
調
査
の
う
ち
ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て
は
馬
瀬
「
ア
ク
セ
ン
ト

変
化

の
要
因」
(『
都
大
論
究』
5 、
昭
ω)
を
参
照
さ
れ
た
い 。

注
6

昭
和
五
四
年
八
月
を
中
心
に、
馬
瀬
の
ほ
か 、
長
野
県
二
業
高
校
教
諭

薮
原
繁
里 、
東
京
都
立
大
学
大
学
院
学
生
沖
裕
子 、
信
州
大
学
人
文・
教
育

両
学
部
学
生
が
調
査
に
あ
た
っ

た 。

注
7

長
野
市
桜
枝
町
は
善
光
寺
の
西
に
位
置
す
る 。
二
O
年
程
前
ま
で
は
ま

と
ま
り
あ
る
商
応
街
を
形
成
し 、
市
の
西
部
鹿
山
村
か
ら
の
買
物
客
で
に
ぎ

わ
っ

た 。
し
か
し 、
ス
ー

パ
ー

の
進
出
で
商
庖
街
は
次
第
に
さ
び
れ 、
部
分

的
に
宅
地
化
が
進
ん
で
い
る 。
人
口
九
八
九
人 、
戸
数
二
九
七
戸(昭
日) 。

注
8

調
査
は
昭
和
五
五
年
七
月
を
中
心
に、
馬
瀬
の
ほ
か 、
信
州
大
学
人
文・

教
育
両
学
部
学
生
が
行っ
た 。

注
9

大
部
分
の
項
目
は
小
田
切
と
同
じ
だ
が 、
若
干
異
な
る
も
の
を
含
む 。

注
印

テ
レ
ビ
ロ
ー

カ
ル
放
送
の
天
気
予
報
で
「
佐
久」
は
用
い
ら
れ
る
が 、

11111

1111l」

「
佐
久」
単
独
で
は
な
く

「
ウ
エ
ダ(
上
回)
・

サ
ク
チ
ホ
l(

佐
久
地
方)」
の

よ
う
に
用
い
ら
れ
る
ζ
と
も 、
と
の
語
の
頭
高
型
化
に
対
す
る
防
波
提
と
な

っ
て
い
よ
う 。

注
日

検
査
の
実
施 、
資
料
の
ま
と
め
は
長
岡
伸
子
(
当
時
信
州
大
学
人
文
学

部
学
生 、
心
理
学
専
攻)
が
あ
たっ
た 。

注
ロ

静
岡
市
井
川
は
市
の
最
北
端
に
位
置
し 、
商
政
四
九
八・
九
平
方
同
同
げ 。

人
口一
六
九一
人(
昭
印) 。
交
通
は
井
川
ダ
ム
工
事
(
昭
和
三
二
年
l

三
七

年)
以
前
は
不
伎
で
あっ
た
が 、
現
在
は
県
道
も
整
備
さ
れ 、
井
川・
静
岡

間
(
六
O
同
同一り
あ
ま
り)
に
は
市バ
ス
が
巡
行
さ
れ
て
い
る 。
又 、
井
川・

金
谷
聞
に
は
大
井
川
鉄
道
が
走
る 。
産
業
は
林
業 、
股
業 。
近
年
観
光
地
と

し
て
も
名
が
高
い 。

注
門品

調
査
は
附
和
五
五
年
八
月 、
馬
瀬 、
中
条
修(
静
岡
大
学
助
教
授) 、
中

田
敏
夫
(
東
京
都
立
大
学
助
手)
・

木
川
行
央
(
東
京
都
立
大
学
大
学
院
学

生) 、
静
間
大
学
教
育
学
部
学
生 、
信
州
大
学
人
文
学
部
学
生
が
行っ
た 。

注
川此
と
乙
K
は
恐
ら
く
ア
ク
セ
ン
ト
と
関
連
し
て
イ
ン
ト・不
1
シ
ヨ
ン
の
問

題
も
あ
ろ
う 。

注
目
『N
H
K
世
論
調
査
幼
児
の
生
活
と
テ
レ
ピ』(
N
H
K
放
送
世
論
調
査

所 、
昭
防) 。

注
路
乙
の
ほ
か
に
テ
レ
ビ
の
普
及
時
期
と
弁
川
ダ
ム
工
事
開
始
時
期
と
が
ほ

ぽ
窓
な
る
点
に
つ
い
て
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が 、
乙
れ
に
つ
い
て
は
右
の

説
明
で
ほ
ぼ
鹿
え
る
と
思
う 。
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乙
こ
で 、
や
は
り
熊
ア
ク
セ
ン
ト

を
持
つ
方
言
と
し
て
有
名
な
静
岡
県
榛

原
郡
本
川
根
町
千
頭
を
あ
げ
る 。
と
と
は
ダ
ム
工
事
も
な
い
し 、
井
川
の
よ

う
に
近
年
飛
躍
的
に
交
通
が
便
利
に
な
っ

た
と
も
言
え
な
い 。し
か
も

、
中

田
敏
夫
氏
に
依
頼
し
た
ア
ク
セ
ン
ト

録
音
資
料
(
男
子
高
校
生 、
女
子
中
学

生 、
女
子
小
学
生
各一
名)
に
よ
れ
ば 、
少
な
く
と
も
女
子
二
名
は
東
京
ア

ク
セ
ン
ト

に
極
め
て
近
い
ア
ク
セ
ン
ト

を
獲
得
し
て
い
る
乙
と
が
わ
か
っ

た 。
近
く
乙
と
で
の
調
査
を
予
定
し
て
い
る 。

注
げ
と
の
問
題
に
関
連
す
る
論
攻
に
平
山
輝
男
「
移
住
者
二
世
の
言
語l
l特

に
無ア
クセ
ン
ト
地
域の
場
合t
|
」(『
国
語
学』
山 、
昭
臼)
が
あ
る 。

注
団

杉
藤
美
代
子
「一
型
話
者
の
ア
ク
セ
ン
ト

発
話
の
実
態
||稲井県銅井市

11」
(「
ア
ク
セ
ン
ト

の
生
成
及
び
知
党
の
笑
態
と
ア
ク
セ
ン
ト

教
育
の
方

法」
研
究
会
配
布
資
料 、
昭
回) 。

注
目

杉
藤
美
代
子・
奥
田
恵
子
「
中
河
内
及
び
南
河
内
に
お
け
る
近
畿
ア
ク

セ
ン
ト

O
O
型
の
発
話
の
実
態」
(『
大
阪
樟
蔭
大
学
論
集』
汀 、
昭
回) 。

注
却

吉
図
則
夫
「
愛
媛
県
大
洲
市
に
お
け
る
線
型
ア
ク
セ
ン
ト

の
特
徴」

(「ア
ク
セ
ン
ト

の
生
成
及
び
知
覚
の
実
態
と
ア
ク
セ
ン
ト

教
育
の
方
法」
研

究
会
配
布
資
料 、
昭
回) 。

〔
後
記〕
本
稿
は
昭
和
五
五
年
国
語
学
会
秋
季
大
会
公
開
講
演
「
言
語
形
成
に

及
ぼ
す
テ
レ
ビ
お
よ
び
都
市
の
言
語
の
影
響」
の
草
稿
に
柿
訂
を
加
え
た
も

の
で
あ
る 。
た
だ
し 、
学
会
で
公
に
し
た
録
音
資
料
は
省
略
に
従っ
た 。

長
野
市
小
田
切
お
よ
び
桜
枝
町
の
調
査
は
昭
和
五
三・
五
四
年
度
特
定
研

究
「
言
語」
(
研
究
代
表
者
柴
田
武 、
研
究
課
題
「
社
会
関
係・
場
面
に
応
じ

た
言
語
行
動」)
に
よ
る
も
の
で 、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て
は
馬
滋
『
長

野
市
方
言
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト

の
共
通
語
化』(
信
州
大
学
人
文
学
部
国
語

学
研
究
室 、
昭
日)
で
や
や
詳
細
に
論
じ
た 。
静
岡
市
井
川
の
調
査
は
静
岡

大
学
教
育
学
部
助
教
授
中
条
修
氏
の
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い 。
と
と

で
は
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
つ
い
て
概
略
を
述べ
る
に
と
ど
めた
が

、
詳
細
は

別
の
機
会
を
待
ち
た
い 。
な
お、
昭
和
五
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
特
定

研
究「ι古田
話」
(
研
究
代
表
者 、
杉
藤
美
代
子 、
研
究
課
題
「ア
ク
セ
ン
ト

の

生
成
及
び
知
党
の
実
態
と
ア
ク
セ
ン
ト

教
育
の
方
法」)
で
静
岡
市
井
川
方
言

ア
ク
セ
ン
ト

の
若
干
の
調
査
を
行っ
た
と
と
を
付
記
す
る 。

終
り
に
調
査
に
快
く

応
じ
ら
れ
た
数
多
く
の
イ
ン
フ
ォ
l

マ
ン
ト

の
方

々 、
長
野・
静
岡
両
市
の
学
校
関
係 、
支
所
関
係 、
町
内
会・
公
民
館
関
係

の
各
位
に
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
あ
げ
る 。
又 、
柴
田
武
先
生
は
じ
め
多
く

の
研
究
者 、
さ
ら
に
大
塚
明
郎
先
生
か
ら
は
適
切
な
御
助
言
を
い
た
だ
き 、

あ
る
い
は
公
開
諮
演
後
平
山
師
男
先
生
ほ
か
多
勢
の
方々
か
ら
有
益
な
お
乙

と
ば
を
い
た
だ
い
た
と
と
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る 。
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